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　もっちりと重みのある食感。その秘密は、パン製造にはない「ゆでる」工

程にあるらしい。ゆでることで発酵を止め、それから焼くことで、パンのよ

うに膨らまない。なので、見た目よりも重く、噛み切るにも歯ごたえを感じる。

　種類も豊富で楽しい。おかず系ではクリームチーズベーコンオニオン、甘

いもの系ではアップルレアチーズを筆頭に、人気メニューがずらりと並ぶ。

食べてみると、具だくさんなことにびっくりする。

　埼玉県庁の一角にあるイタリア料理店コバトン＊カフェが、昨年から製造・

販売を始めた新商品。きっかけは、パン歴通算20年（うちイタリア修行6年、

ベーグル専門店 4 年）という、はつらつと

した女性職人さんの入店にあった。

　コバトンの焼き印入りベーグル。毎週月・

水・金には焼きたてが食べられる。県庁に

用事のある方、ちょっと立ち寄ってみては

どうだろう。自宅向けには、冷凍ベーグル

の通信販売も始まった。冷凍保存すれば 1

か月は鮮度を保てるそうだ。

■株式会社　アルコグランデ　
　県庁前営業所（会社連絡先）：
　〒 330-0063 さいたま市浦和区高砂 3-10-4 埼玉建設会館 2 階　
　TEL：048-711-1337
　コバトン＊カフェ：
　〒 330-0063 さいたま市浦和区高砂 3-13-3 衛生会館 1 階　
　TEL：048-829-9227

　代表者：栗原（木原）　真弓
　e-mail：kobatonya@arco-g.com
　通販サイト：https://kobatoncafe.thebase.in
　（県庁前支店取引先）

⑭

前回の経済コラムでは、世界史の高校教科書を題
材にしたが、今回は、日本史を取り上げたい。

　日本史を学ぶとき、どうしても複雑な気持ちになっ
てしまうのが、日露戦争勝利（1905年）から太平洋
戦争敗戦（1945年）に至る時代の展開である。
　産業革命によって経済力は飛躍的に向上し、大正デ
モクラシーに代表されるような民主化も進んだ。列強
諸国に仲間入りするなど、国際的なプレゼンスも一躍
高まった。一方で、不況期を迎える度に財閥による寡
占化が進み、農民や労働者の生活が困窮した。民衆運
動が過激化し、これを抑圧する法規制が強化されて
いった。政権が弱体化・短命化し、要人の暗殺が相次
ぐ中で、世論・マスコミの支持を得た軍部が台頭した。
韓国や満州を経済支配圏に取り込む動きが活発化し、
諸外国との間で緊張が高まった。
　皆がそれぞれの正義感に基づき、熱情的に燃え上
がり、エネルギッシュに行動した訳だが、その結末
が分かっているだけに痛々しい。どこで何を間違っ
てしまったのか、いつ何を捨てて引き返すべきだっ
たのか？

加えて、私の幼少期の原体験。父母・祖父母の雑
談は、長引くと必ず戦時中の苦労話であった。

駅前の傷痍軍人のアコーディオンの物悲しい音色も耳
に残っている。テレビドラマでも戦時中の悲惨な場面
によく出くわした。若い時分の私には、感情を揺さ振
られる、目を背けたくなるような暗い歴史であった。
　と同時に、そうした辛い話の大半は、長い戦時下
の最後の１年の出来事だったことにも気付かされた。
1937年の日中戦争勃発、1941年の対米開戦からは
随分経ってからの話だ。生活物資の不足、軍需生産へ
の動員、思想統制といった非常時ではあったが、そう
した中でも、国民生活の多くは、長らく歯を食い縛り

ながら続けられていた。それが、最後になって想像を
絶する悲惨な状況に暗転したのだった。

翻って現在、新型コロナウィルスが引き続き猛威
を振るっている。政府、企業から、家庭、個人

一人ひとりに至るまで、未曽有の大胆な見直しを迫ら
れ、我慢も続けている。多くの日本人が、激流下りの
真只中にいる。
　だが、今どんなに苦労や我慢をしているからと言っ
て、先行きに予断は禁物である。目の前には、滝が迫っ
ているのかも知れない。仮に、世の中がパニックに陥っ
たり、世論があらぬ方向に展開したとしても、冷静な
判断と行動ができるよう、心の準備だけはしておきた
い。そのために必要なのは、最後に守るべきものは何
かという究極の選択であり、捨てざるを得ないものは
潔く捨てるという覚悟である。
　今日ほど、こうした思考訓練が大切な場面はないよ
うに思える。将来を悲観視する積りは全くないのだが、
正直、頭の片隅では、取り返しのつかない事態が起き
ないよう祈る気持ちもある。いま予防線を張っておく
ことに、意味があると感じるのである。

最新の日本史の高校教科書（山川出版社「詳説日
本史」、2016年 3月 18日文部科学省検定済版）

の記述は、第2次安倍内閣発足（2012年）までで終わっ
ているが、その後の日本史のストーリー展開に責任を
負うのは、我々世代なのである。

20 世紀前半の日本史を読み返して
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